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研究成果 の概要(和 文):朝 鮮語CALL(Computer-AssistedLanguageLearning)教 材 を開

発 して利用す るた めのツールや具体的 な作成方法 を探究 し,普 及す るこ とを 目的 として,数 度

にわた る講習会 を行 った.ま た,主 にイ ンターネ ッ トブ ラウザ を通 じて利用す るこ とので きる

朝鮮語CALL教 材 を実際 に開発 し,公 開 した.一 部の教材 は問題 を 自由に追加,修 正す るこ と

が可能で あ り,教 師が学習者 に合わせて 問題 をカ スタマイズす るこ とが可能で ある.

研究成果の概要(英文) : We held several short courses with the purpose of investigating tools

for developing and using Korean CALL(Computer-Assisted Language Learning) materials 
and practical methods for their creation, as well as for disseminating them. In addition, we 
actually developed Korean CALL materials that could be mainly used through Internet 
browsers and presented them. Some of the learning materials allow teachers to freely add 
and edit questions, making it possible for teachers to customize questions for their 
students.
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1.研 究 開始 当初の背景

(1)日本 国内にお ける朝鮮語教育 の質 的 ・量的

な拡大 とともに,用 い られ る教材 も多様 な も

の となって きた.紙 媒 体の教材 も多 く出版 さ

れてい るが,近 年 特 に 目立つ ものが,コ ンピ

ュー タやネ ッ トワー クを利用 した教材,あ る

い は学習 システ ムで ある.イ ンターネ ッ トの

普及 とあい まって,コ ンピュータを使用 した

言語学習,即 ちCALL(Computer-Assisted

LanguageLearning)に よる外国語教育が盛

んになってい る.CALL教 材 の例 として,東

京外 国語大学大学院 にお ける21世 紀COEプ
ログラムの成果 「TUFS言 語モ ジュール」が

挙 げ られ る.こ れ は10を 超 える言語の学習

が可能 な大規模CALL教 材 であ り,研 究代表

者 は その うち朝 鮮語 の語 彙 モ ジ ュー ル作 成

に参与 した.小 ・中規模の朝鮮語CALL教 材

は,研 究分担者で ある油谷幸利 をは じめ,研



究者個人が作成 し,イ ンターネ ッ トを通 じて

公開 されてい るものが ある.

(2)これ らのCALL教 材 の うち,大 規模 なシ

ス テ ムは一 定 のシ ラバ ス に沿 って体 系的 に

学習で きるよ う設計 されてお り,さ ま ざまな

学習者 に対応で きるもの となってい る.し か

しそ の一方で,利 用者 に対 す るきめ細 かな配

慮や教師 による内容 の追加 ・修 正が困難 であ

る とい う問題 を内包 してい る とい えよ う.そ

の理 由 として,こ れ ら従 来の教材 開発 におい

て,教 師 はコンテ ンツを提供す るに留 ま り,

実 際 に利 用 で き る形 式 に完成 させ るの は専

門業者 に依 頼す る とい う方法 が 多 く取 られ

て きた こ とが挙 げ られ る.そ の結果,こ れ ら

のCALL教 材 を実 際に朝鮮 語教育 の現場 で

用い よ うとす る場合 に,教 師や 学習者 な ど利

用者 の意 図に合致 しない こ とが多 く,隔 靴掻

痒の感が否 めない.こ うした不便は,教 師 自

らがCALL教 材 を設計,開 発す ることで解 消

され うるが,実 際には技術 的な制約 な どに よ

って教材 の作成が 困難で あるこ とが多い.

2.研 究の目的

(1)本研究では,朝 鮮語教育に携わる研究者や

教師が自ら朝鮮語CALL教 材を開発 して利
用す るためのツールや具体的な作成方法を

探求 し,さ らには講習会等を通 じて関係者の

間にCALL教 材の作成技法を普及 させ るこ
とを目的 とする.

(2)従来,研 究者や 教師が独 力で開発 した朝鮮

語CALL教 材 がい くつか公 開 されてきたが,

利用者(教 師 ・学習者)の 用途 やニーズに合

わ ない とい う場合が あ り,そ のまま利用す る

こ とは困難で あった.本 研 究では この点を解

消す るた め,教 師が 自ら小規模 のCALL教 材

を作成で きるよ う,講 習会 を通 じてその技 法

の普及 を 目指す.講 習 会では教材 開発 ツール

の利用方法や,開 発 の際のアイデ ィアな どを

取 り扱 う.

(3)ま た,本 研究 では実 際にCALL教 材 を開

発 し,公 開す るこ とで,小 ・中規模 の教材 の

実例 を提示す る.こ のよ うに 「教材 の開発 ・

公開」 と 「講習会に よる技法の普及」 とを通

じて,朝 鮮 語CALL教 材利 用の底辺 を拡 大 し,

教室 の内外 にお ける活動 を豊か に し,ひ いて

は朝 鮮語 教 育 の質 的な 向上 に貢献 す るもの

と考 える.

3.研 究 の方法

(1)上記1.の 状況 を踏 まえ,本 研究で は,小 ・

中規模の朝鮮語CA上L教 材 を開発 し,そ の過

程 で教材 開発 に有用 な ツール の検 討 な ども

あわせて行 う.開 発 した教材 についてはイ ン

ターネ ッ トやCD-ROMな どのメデ ィアを通

じて公 開す る.

(2)ま た開発 だけでな く,開 発過 程 を通 じて得

られ た知見 をも とに,教 材 開発 の講習会 を行

い,小 規模 のCALL教 材 を教師が 自ら作成 で

きるよ う,ツ ールの利 用方法や教材 開発 のア

イデ ィアな どの普及 を 目指す.

4.研 究成果

(1)本研 究では以 下の よ うなCALL教 材 ・ツ
ール を作成 し,イ ンターネ ッ トを通 じて公 開

した.い ずれ もウェブブ ラウザ上で動作す る

ものである.

①MeCabに よるひ らがなのハ ングル転 写:

フ リーのオープ ンソー ス形態素解析 エ ン

ジ ン 「MeCab」(め かぶ)を 用い て,入

力 され たひ らがな をハ ングル に転 写す る.

②MeCabを 利用 した韓国語読解補助ツー
ノレ:

① の転写 ツール と同様,MeCabに よる形

態素解析 の結果 を利 用 して,語 彙 の学習

レベル表示,品 詞表示,漢 字表記 への変

換,ウ ェブ辞書への リンク生成 な どを行

う.利 用者 が 自由にテ キス トを入 力(あ

るいは コピー&ペ ース ト)し て,そ の内

容 に対す る解析 を行 うこ とができる.

上記 の画 面でテキス トを入力 し,例 えば
「形態 素解析 」ボ タンを押す と,次 ペ ー

ジの図のよ うな画面 が表示 され る.



以下の画面で単語の上にカー ソルを合わ
せると基本形がツールチ ップで表示 され

た り,ウ ェブ辞典への リンクが設定され

るなど,学 習者が独力で読解を行 う場合

に有用 と見 られる情報が表示される.

③ 「ハ ングル」能力検 定試 験 ・作文練習(5

級 ・4級 対応):
「ハ ングル 」能 力検 定試験 の初級 レベル

(5級 ・4級)の 語彙 を用いた作文練 習教

材 を作成 した.表 示 された 日本語 を朝鮮

語 に翻訳す る とい うもので あるが,正 解

判定 のば らつ きをな くすた め,正 解 の文

を5秒 間表示す る点が特徴 であ る.い ず

れの レベル も50問 ず つの作文 が用意 さ

れてい る.
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④ 『韓 国語 の世界へ』補充 ウェブ教材:

研究代表者 が共著で執筆 した入 門教材 の

内容 と連動す る形 で,単 語 の四択 問題 を

中心 とす る補助 教材 をイ ンターネ ッ トで

公 開 した.日 本語 か ら単語 を当てる とい

う形式 だけでな く,音 声 による単語 クイ

ズも作成 した.パ ソコンか ら利用 でき る

だ けでな く,ス マー トフォンな どのモ バ

イルデバ イスか らも利 用で きる とい う点

が特徴 である.そ の時 に行 った問題 の履

歴が表示 され,自 分が正解 した(あ るい

は間違 った)問 題 が分か るよ うになって

お り,学 習の役 に立っ と考 え られ る.

⑤ 朝鮮語教 育研 究会ホー ムペ ージ 「問題 バ

ンク」:

朝鮮語教 育研 究会ホー ムペ ージ内の 「会

員 コーナー」にて,四 択 問題 だけでな く

様 々なタイプの練習問題 を作成,蓄 積 し

ている.シ ステムの開発者(研 究分担者

の油谷 が作成)だ けで な く,誰 で も問題

を追加 ・修 正で きる とい う枠組 みが特徴

である.後 述す るよ うに,問 題 が一定数

を超 えたカテ ゴ リについ ては公 開のスペ
ー スに移動 させ てい る .

(2)CALL教 材 の作成 や,既 存のツール利 用に

関す る講習会 を6回(2011年3.月 ・12月,

2012年3.月 ・6.月 ・12.月,2013年3.月)行

った.い ずれ も朝鮮語教育研究会 ・情報処理

分科会 の場 を借 りて行 った.内 容 としては以

下の通 りである.

① ウェブブ ラウザ を用い て出題す る四択 問

題作成 プログラムの利用法:

ゼ ロか らプ ログラムを作成す るのではな

く,既 存 の枠 組み を利用 して独 自の問題

を作成す る方法 につい てワークシ ョップ

を行 った.

② 大規模朝鮮語 コーパ スの利用方法:

韓 国 ・21世 紀世宗計画が公 開 してい る大

規模 コーパ ス の利 用 方法 につ い て,韓

国 ・国立国語 院 よ り李承宰 ・言語 情報 チ
ー ム長 を招聰 し,レ クチ ャーを うけた.

また,参 加者 にパ ソコンを持参 して もら

い,実 際に コーパス検索器 を利 用す るワ
ー クシ ョップも行 った .

③ 既存CALL教 材の 問題拡充:

ワー クシ ョップの形式 で,朝 鮮語 教育研

究会 ホームペー ジ ・会員 コーナーにて公

開 しているCALL教 材 について,問 題 を

検討 しつつ補充 を行 った.問 題数 が100

問を超 えたカテ ゴ リにつ いては会員 コー



ナ ー で は な く,公 開 の ペ ー ジ

(http:11jakle.sakura.ne.jp1)へ 移 動 し た.

(3)上記 の成果 に加 え,教 材 作成 用のフ リー ソ

フ ト 「HotPotatoes」 の使用方 法 につい て,

またCALL教 材 の作成 に際 して の考 え方 な

どをま とめ,冊 子 を作成 した.作 成 した冊子

は学会 な どで配布 し,研 究成果 の一部 として

公開 した.
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⑤ 朝 鮮 語 教 育 研 究 会 ホー ムペ ー ジ 「問題 バ ン

ク」
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